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　「長く働ける」と言われて

　私は派遣の期間を含めて、日本通運で７年４か
月働いてきました。直接雇用期間だけで、５年
１０か月となります。これだけ長く働いてきたの
は、仕事の内容はもちろん、同僚も上司も環境も
良く、ずっとこの会社にいたい、この会社で働き
たいと思ったからにほかなりません。
　しかし、突然上司から２０１８年３月末までで
解雇すると言われた時は驚きを隠せませんでし
た。同じ雇用形態で働き続けている方がいて私も
働き続けられると思っていたからです。
　私は支店社員という呼び名で、約１年単位で毎
年同じように契約更新されました。最初に雇用さ
れる時には、採用担当の課長から「長く働ける」
と言われ、正社員や契約社員とはまた別で１年毎
に契約を繰り返す支店社員という雇用形態がある
のだと思いました。
　仕事は正社員と同じ

　業務も正社員と同様で倉庫事務として配送業者
や店舗への出荷データを作成したり、取引先と直
接やり取りをしたり、請求書を作成したり、下請
け業者に指示をしたりというものでした。正社員
と同じ制服を着て、支店長朝礼や職場全体会議に
も出席していました。講習会も正社員と同じでし
た。
　契約を更新しないという契約を「書式が変わっ

ただけだから」と説明

　労働契約法の改正の後に、５回目の更新の際
に、無期転換を逃れる為の会社が契約にしのばせ
た契約不更新の文言によって私は解雇（雇い止
め）されてしまいました。しかし、会社から５回
目以降の更新の際にも、はっきりとした説明はあ
りませんでした。新しい契約書に書かれていた、
２０１８年３月末という期限について、なぜなの
かと聞きましたが、会社の書式が変わっただけ
だ、不利益になるようなことはしないから、と説
明されました。
　こんなことがあっていいのか、私は会社に対し
て腹が立ち悔しい思いでいっぱいになりました。
全員無期雇用にしたら大変なことになってしまう
といわれますが、無期転換できた方も職場にいま

す。とても不公平です。
　どうしても働き続けたいから、会社を訴えます

　これまで、私は、正社員と同じように仕事を頑
張り、職場の人達とも接してきました。私は、会
社が雇い止めにすると聞いてから、役所や職場の
労働組合などあらゆる場所に相談に赴き、自分と
会社との言い分を聞いてもらいましたが、その
先々で私の言い分の方が一理あるとのことで、励
まされるような気持ちで地域の労働組合にも入
り、会社と交渉してきました。
　そして、途中何度も傷つくようなことを言われ
たり、私がまるで私が悪いかのような言い方をさ
れたり、日通の社員とは思えないような扱いをさ
れたり、心が挫けそうになりました。しかし、そ
れでもどうしても働き続けたいという気持ちが強
かったので、今回会社を訴えることに決めまし
た。
　雇い止めは死ねと言われているのも同然

　都合のいい時にだけ支店社員と呼ばれて、正社
員のように働かせて、都合が悪くなったら有期契
約労働者として簡単に辞めさせる。しかも納得の
いく説明もなしでは、騙されたといっても過言
じゃないと思います。
　私は、日本通運という会社が好きでこの先も
ずっと働き続けるつもりでいました。私は、何年
も、雇止めされるために働いてきたのではありま
せん。自分と家族の生活を安定させるために働き
続けてきたのです。私には小学生の子供がいて、
資格取得の為に勉強をしている夫がいて、私が家
計を預かっている身なのです。私が今ここでまた
無職からやり直すわけには行かないのです。ここ
で雇い止めというのは、死ねと言われているのも
同然と感じます。
　貧窮状況から脱するため、私に対する雇用を保

障してほしい

　数か月前にはまさか私がこんなことになるとは
思いもしませんでしたが、今は強い意志で行動し
ていこうと思います。この貧窮状況から脱するた
めにも、会社には私に対する雇用打ち切りを再検
討し、私に対する雇用を保障してほしいと思いま
す。

私は悔しいです

２０１８／４／２


